















から考察したものである.Gol個 nith(1976)以来， autosegmental phonologyを用いた研
究が，多くおこなわれてきた.この理論を用いた，同化に関しての最近の研究としては，












































うな melodictierと結び付いているのかは，これら 2つの tierを結ぶ線 (associa-
tion line)で表されている. (lb)は，完全同化における， melodic tierの spreadを
示したものである.ここでは， C2に結び付いた melodictierの方がC1に spreadし，
同時にそれまで C1に結び付いていた melodictierは， C1から切断される .(lc)は，
この同化が終了した状態を示している. (lb)で spreadした rnelodictierは，図のよ
うに二本の associationlineで ()Itierの2つの se卸巴nt，C1およびC2に結ひ'付い
ている.
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. central tier 
. ()I tier 
. peripheral tier 
基底の状態，すなわち (2a)で示されたものは，完全同化の場合と同じ構造である. (2b) 
に至って，その rnelodictierが，分裂を起こす .()I tierの上にあるものが同化にはか
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かわる tierと，同化にかかわらない tierにそれぞれ分裂するのである. (2c)は，同
化をひき起こす方の tierの spreadと，同化を受けるほうの tierの切断を表してい
る. (2d)は，同化が完了したあとの構造を示したものである.
このように， Hayesは， tierの分裂を起こすのは部分同化の場合だけだと考えている.
完全同化は， 2つの音の間に，同じ素性が含まれているかどうかにかかわらず， melodic 
tier全体が spreadする.部分同化は，同化にかかわる素性だけが，その他の部分とは
異なる tierとして分裂し，それから，その分かれた tierに属する素性だけが spread
するのだと説明している.
2.2.Abu-Saliln(1988)のモデル
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. ()I tier 










なっている.それは，分裂した 2つの tierが，互いに連結されていることである(2 ) 










ここで， この 2つの例では， 同じ「有声化」というプロセスを取りながら， (4a)では，
geminationを形成せず， (4b)では geminationを形成している.結果として生じるもの
































(4b) ?i -d-t-araka→?iddaraka 






























とを示す.完全同イじに関しては， melodic tier全体が spreadするものと考える.そし
て，部分同化に関しては，部分同化を起こす素性だけが spreadするものと考える.これ
は， すなわち完全/部分同化のプロセスの違いを考慮した考え方である. それから，
















いを想定するということになる. 部分同化に関与する素性というのは， spread したり，
切断されたりするわけであるから，その全体の素性から比べると，幾分軽い，周辺的な素
性だといえる.ここで，仮説を立ててみる.
<仮説 1> 部分同化を起こす素性の集合は単独で tierを形成する.
この仮説については，これから徐々に説明していくことにする.
H匂res(1986)，及びAbu-Salim ( 1988 )のモデルを基にすると，修正モデルは以下で示す
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通りになる.完全/部分同化にかかわらず，基底では， 2つのIa10dictierが存在す
る.これは，上の考察の通り，部分間化に関与する素性を含んでいる tier(periphera1 
me1ωyと呼ぶことにする)は，それ以外の tier(同， main me1ody)とは， association 
1ineによって結びついている.




I _ I 
[ :] [.]→ 
I --I 
[ -] [ ] 
c c 
十“‘・.J
[ :] [.]→ I --I 
[ ] [ } 
(6c)ωsimilation 
C¥/c …()I tier 





(6a)は，基底の状態を示している. spreadは， 1OO1odic tier全体に起こるので， (6b) 






















. main 1OO1ody ) 
~ 1OO1odic tier 
…periphera1 1OO1ody ， 
(7b)tier decαnposi ton (7c )spread (7d) assimi 1ation 
c ic  i c l c  i c |c  | 
. ()I tier 
由今
[ 1] [1] 
惨
[ 1] [1] 
ー今 [|][| ] 
[ I ] [1 ] [宇'?"._~.J ~ [ V ] 
[ ] [ ] [ ] [-] .II 
※ IOO1odic tier 
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(7a)は，基底の状態であり， (6a) と全く同じものである.部分同化にあたり， tier 
の分裂が起こる. これを表しているのが， (7b)である. この分裂は， (7a) における，
peripheral melωyの分裂を示すものである.そして，部分同化を起こしうる素性の集合
体である，この tierの中から，実際にその場合の部分同化に関与するものだけが，ここ
で， peripheral melody I として示している tierへと下位分裂するのである.そして，
(7c)は，その peripheralmelody I の spreadを示している.tierの spreadは，こ
の場合は， (7c)で示したように， peripheral me 1 ody 1 と， peripheral melody I を






いうものはない. そして， その部分同化の個別性を表現しているのは， periphera1 




アラビア語の定冠詞 ?a1ープラス実詞(名詞・形容詞)の場合， ?a1ーの /1/が，後
続の子音に同化する場合がある.
(8)a.?a1-dahabu → ?addahabu 《金》
?a1-tuj j aru → ?attujjaru 《商人 p1.))
?a1-namiru →?むmamiru 《豹》
b.?a1-bi1adu → ?a1bi1adu 《国》
?a1-).'ainu → ?a1).'ainu 《目》




e ， ð ， t ， d ， s ， z ， n ， l ， r ， S ， t ， d ，$，~ 
b ，m ， f ， j ， k ， q ， X ，~，h ，).'，?， h 
ここで， (9a)， (9b)を比較すると， (9a)は [+corona1]を， (9b)は [-corona1]を(但
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く仮説2> 完全同化にかかわる素性は J main I田1叫yに属する.
この仮説に基づいて ?alーの同化を模式イじすると次のようになる.
(10) C C C …()l tier 
子・・ー----J 
[吋! l吋l一歩 [ +c.~r] …main Ialody 
[|:] [|:] [ :] . periphera1 1001ωy 
これを見ると明らかなように， main Ia10dyに含まれる[+corona1]が， main 101叫yと
()l tierを結ぶ間での spreadを起こし， Ia10dic tier全体を spreadさせているので
ある.
ところで，標準アラビア語には強勢音と呼ばれる音 t ， d ，I;ì J~ が存在する.この音の特
性については様々に解釈されているが{71，最も一般的な解釈としては，歯音t，d，s，zに
対して咽頭の緊張を伴うという理由から，これらの咽頭化音として見なすことである.ワ
まり，この見地に立てば， t，d，s;zのもつ denta1と，咽頭化音としての pharyngea1を
併せ持つ，二重調音の音であると見なすことができる.すなわち，強勢音は，調音点を表
す素性として， [+corona1 ]， [+phary碍eal]の2種類を持っていることになる.異なる調
音点を示す素性は，同じ tierに所属させるよりは，異なる tierに所属させた方が妥当
である.く仮説2>によって， [+corona1 ]は maiuIalωyに属するので，[+phaη碍ealJ
は， peripheral me10dyに属すると考えることができる.[+pharyngeal ]は，完全同化を







(11 ) ?a1-ta1ibu→ ?atta1ibu 《学生》
(lla) (llb) (llc) 
C 
宇c、-- 一一cl C C " /+cons +cons +cons +cons 
-sy11 -sy11 -sy11 -sy11 
+son +son -son -son 
+cor +cor +cor 一歩 +cor 
+cont +cont -cont 一cont
12問 同|[~~~司 (平副{目}
七 t t 
(lla)は，基底の状態である.完全同化にかかわる素性， [+corona1 ]は， main me10dy 
に属している.そして， [+corona1 ]とは，異なる調音点を表す素性[+phan引gea1]は，
異なる tierに属するものとする. (llb) は， tierの spreadを表している. main 
me10dyに属する素性 [+corona1]が，同イじを誘発し，その上の ωsociation1ineにお





(12) faraqa ((分ける (1)) →?i -f-t-araqa ((分かれるσm) 
この動詞第8形は，語根第 1子音 ((12)では f)が強勢音の場合，接中辞 -tーが，そ
の強勢音に影響されて， /t/になる.
(13 )ta1ala ((現れる(1 )) 一 ?itta1ala ((見る (VII) > 
(14)daraba ((たたく (1) 一 ?idtaraba(日) ((混乱する (VII)) 
(15)~むlala ((作る(1 )) - ?i~tanala ((合成する (VII)> 
(16) ~a1ama ((不正を為す(1 )))一 ?i~ta1arr也( 9) ((迫害を受ける (VII)) 
これは，接中辞 -tーの「強勢化」という部分同化を表しているものである.これを上述













(17b) (17c) (17d) 
c l c  | c c 




(17a)は，基底の状態を示す. (17b)では， peripheral melodyのうち，この場合の
部分同化にかかわる素性，すなわち[:t pharyngeal ]だけが，さらに下に，別の tierと
して分裂する.これは， 3.で示した (7)の peripheralmelody I である. (17c)で，
Id/に属する [+phaηngeal]が，Itlの tierへと spreadし，もともと Itlに属して























t 七 七 t 
(19)において， tierの spreadは， CY tierと mainme10dyを繋ぐ線で起こってい
る.一方， (20) では， tierの spreadは， periphera1 me1ωy 1 と periphera1
me10dy I を繋ぐ線で起こる.このようにして 2つを比較してみると，明らかに異なるプ
ロセスに基づいた同イじであることが分かる.
2つめは，強勢音の位置づけに関することである. 4.1.および 4.2.において，強勢音
の持つ性質が p かなり深くかかわってきていることがわかる.その lつとして挙げられる
のは，強勢音が二重調音の音であるということである.完全同化の例では， 2つの調音の
うちの lつが同化を誘発する素性で、あり，もう一つは周辺的な素性として異なる tierに
属することになるということであった.具体的には， [+corona1 ]が mainme10dyに属
し， [+phan也gea1] が， [ +corona1 ] とは異なる tierに属する必要があることから，
periphera1 tierに属するものとされる.また，部分同化の例では，強勢化という部分同
イじであることを示すために， [+phan也氏a1]が， spreadするものとして，周辺的な tier
である periphera1tierに属するものとされる.
これを，基にしてく仮説3>を立てる.
く仮説3> 二重調音の音は，二次的な調音の素性を perII胞 ralIalωyに持つ
この仮説は 3 同化のメカニズムを分析することで導かれたものである. [+phan司gea1]
が，二重調音の二次的な素性だということの証拠は，他の様々な研究の結果からも知るこ
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は，音素としての強勢音は， t ， d，~，~，の 4 つである.ところが，アラビア語諸方言にお
いて，音声学的なレベルで，他の音素にも強勢性は存在する.具体的には，これら 4つの








2つめの特徴は， feature ge佃巴tryの立場から知ることができる.feature ge∞letry 
とは，分節音の持つ弁別素性を，調音の機能に従って分類した，分節音の構造を示したも







..----ー1 Place 2 Place 
I I ∞ronal Phar.ynx 
[R T R] ※RTR…retracted tongue root 
この [RT R]が，隣接する [+highJに遮られて，強勢性の伝播が阻まれると説明して
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いるのである.ここで重要なのは，この構造において， Coronal nodeと Pharynx:node 
が，独立したnodeとして機能している点である.そして，ここでは， Coronal nodeの，
1 Placeに対して， Pharynx nodeを 2Placeとして扱っており，これを二次的な要素と









く仮説 1> 部分同化を起こす素性の集合は単独で tierを形成する.










[ .] [.] 
I --I 
[ ] [ ] 
()I tier 
main melody 





[ .] [.] I --I 
[~] [.] 
十¥¥J
[ ] [ ] 
次に，こうして示された異なるモデルにおいて，同化を誘発する素性の tierへの所属
を考えると， 2つの同化においては，同化に関わる素性の聞に，所属する tierのレベル
の差が生じなければならない.完全同化に関わる要素としていcoronal]は， main rne 1 0-
dyに属していなければならない(仮説2).そして， [+phan引geal]は，完全同化に関






















(4) McCarthy(1986)， p.208. "Obligatory Contour Principle -At the melodic 
level， ad.jacent identical elements are prohibi.ted." 
Gol佃叫th(1976)，McCarthy(1979)も参照のこと.
(5) Abu-Salim( 1988) p. 55f . 
(6) j /;色/は，伝統的には， /g/であった(匂ntineau(1946)， p .102. )ため，このよう
な不統ーが起こっているのである.実際に，例えば， Greeめerg(1950)，McCarthy 
(1988)において， Classical位 abicだとした上で，この音を， gで表記している.
また， 諸方言において， 例えば， カイロ方言(Lehn(1963))， ダマスカス方言
(白ntineau(1956))においては，標準アラビア語の/色/は， /g/で現れている.
また， Mi tchell (1990)は，アラビア語の有声ー無声を示す音のペアは，同一語根内
で共起しないことを言っている箇所で， /J/ -/U3/の対立は， r不完全な対立」と
して，同一語根内での共起は，許されるのだとしている(Mitchell{1990)，p.26.) . 
こういう訳で， jは，例外的に， [ -coronal ]を持つ音と見なすことにする.
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(7) Mitchell(1990)は，音声学的な立場から，単に velarization，pharyngealization 
だとはいえないと言っている (p.28ff.). 













の場合は， [+voice]が peripheralmel叫yI として分裂し， spreadする.これ
を図示すると次のようになる.



































































































(13) Mc匂rthy(1988)，p.85. "They [distinctive features] are c1筒、sifiedprimarily 
(but not exc1usively) accorせingto articu1atory function." 
(14)パレスチナ方言に基づく分析である.




挙げている箇所で， pharyngealに関しては， place nodeに所属するとしながら
も，なおも
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